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行動発現分野
三上孝允 ･横井芳雄･脇田真情
く研究概要)
A)迎助役における方向判断に関与する脳内機構
の研兜
三上章允･井上雅仁1)
迎動する物体の運動方向を視覚的に判断す
るときに働く脳内の機構をPET計測によって調
べ.迎動祝の知覚で働く部位と同じ上側頭満後部
の括勤部位が働くことを示した｡
B)視覚誘導性急速眼球運動に関与する脳内機構
の研究
三上孝允 ･井上雅仁
視覚誘導性急速眼球運動をPET計測によ
って調べ.頭頂連合野.前頭連合野の活動部位を
同定した｡
∫
C)形態情報と運動情報の総合過程に関与する局
所回路の研究
三上章允 ･田中祐介2)
形態情報と運動情報の総合に関与する神経
回路を複数ニューロンの同時記録によって解析し
た｡
D)前頭葉障害患者の機能テスト
三上章允 ･久保m 脱3)
前頭葉に障害のある患者さんで,様々な前
頭桑機能をテストし､障害部位と各種機能陪審と
の関係を解析した｡
E)学習課題遂行中のニューロン･タイプ判定
三上孝允 ･泊野俊平2)･
加藤啓一郎2)･姿 英514)
学習課題遂行中に細胞外記録したニューロ
ン活動のバースト発射を手掛かりとして大脳皮Tt
内局所回路を解析した｡
F)時間情報の知覚と保持に関わる勤的神経回路
の解明
横井芳放5)･三上奇允
刺激自体ではなくそこに内在する時間情報
を記憶し処理する際の動的神経回路 (セルアセン
ブリ)の解明を目指す｡記憶課題を設定し.行動
訓練を進めた｡
G)動的神経回路の検出･解析法の構築
楼井芳雄 ･三上串允
様々な記憶課題遂行中の多数ニューロン活
動や小ニューロン群の集合的活動を,脳の広範Bfl
から安定して記録し解析するための.方法や理論
的モデルについて開発した｡
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